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1. はじめに

　富士テクニカルリサーチは，1991年の創立以来 CAEの
受託解析サービスを続けている。われわれは，既存ソフト
ウェアで解決困難な課題に対し，独自のソフトウェアを開
発することで対応できるよう 3次元データ処理技術の開発
を進めてきた。近年ではCAEのみならず，測定分野におい
て 3次元データ処理技術応用の要望が高まり，これに対応
するために，われわれも 3次元測定データ処理ソフトウェ
アの開発を 2000年より開始した。現在では，測定機器の制
御から検査結果処理までおこなう測定システムの開発を
行っている。そこで，本文ではわれわれの 3次元形状検査
測定システムと，その適用例について紹介する。

2. 3次元検査測定システム概要

　われわれは，光切断法 1)を用いて対象物の 3次元表面形
状を取得し，用途に応じて検査処理をおこなった上で検査
結果を出力する 3次元検査測定システムを開発している。
光切断法では，対象物にラインレーザを投射し，あらかじ
め校正をおこなったカメラでラインレーザの形状を撮像す
ることで，対象物表面の断面形状を取得する (Fig. 1)。さら
に対象物を 1軸搬送機に乗せ，搬送させながら断面形状を
連続的に取得することで，対象物表面の 3次元形状データ
を構築することができる (Fig. 2)。このように，一度の搬送
の間に取得されるデータをショットデータと呼ぶ。一般的
には対象物を搬送するが，対象物重量が大きくなると，搬
送機設備が肥大化し，搬送精度を保てなくなる傾向があ
る。そのため，対象物重量が大きい場合は，対象物を固定
ステージ上に設置し，モジュール化したカメラとライン
レーザを搬送機で搬送させながら対象物表面の各断面を撮
像することで，3次元形状データを構築する。

3. 測定分解能

　本測定システムでは，対象物のサイズと，要求精度に応
じて，カメラの撮像幅を調整することができるが，カメラ

の撮像幅に応じて取得できる形状データの分解能は変化す
る。幅方向の分解能は，概ね視野幅をイメージセンサの幅
方向のピクセル数で割ったものとなる。一方，高さ方向の
分解能は，サブピクセル処理により，幅方向と比べ高い分
解能を実現している。高さ分解能は，幅分解能に対して，
10倍から 15倍程度高くなる (Table 1)。なお，高さ分解能
は視野幅のほか，レーザに対するカメラの相対角度にも依
存しており，カメラとレーザの成す角が大きい程に高さ分
解能が高くなる。このように，光切断法では視野幅に対し
て優れた高さ分解能を実現することができるが，ショット
データ取得時には，機械的な搬送機構を要するため，搬送
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Fig. 1　Light-Section Method

Fig. 2　3D Measurement System


